
Bulletin JASA 2015 NOV. Vol.56 16

IoT技術研究会は、スキルマネージメント協
会（SMA）との合同研究会として今年度発足
した。この場を借りて、設立に至った経緯、活
動の状況、そして来年度以降に向けた活動
計画と目指すゴールイメージを報告する。

IoT技術研究会設立の経緯
　IoTという言葉が氾濫している。これから
は「もの」のインターネットの時代で、あらゆ
るセンサーがインターネットに繋がり、大量
のデータを解析し、新たなサービスが提供さ
れるという。しかしながら、今のIoTはバズ
ワード化していて、その明確な定義はなされ
ていない。インターネットやクラウド、ビッグ
データといった、キーワードからIT目線で語
られる機会が多いIoTだが、IoTの本質は接
続機能を持った組込みシステムにあり、イン
ターネットは単なる手段である。
　IoTに必要なのは組込み技術なのだ。クラ
ウドやサーバーの技術だけでは、高度なIoT
は実現しない。組込みの事業規模の大きい
日本であるからこそ、欧米を凌駕するIoTへ
のアプローチを提案できる。
　JASAでIoTを定義し、SMAで技術スキル
を定義し、組込み業界／製造業が考えるIoT
を発信していきたい。このような思いで、本
研究会を立ち上げることとなった。

IoT技術研究会の活動状況
　IoTの概念は広いが、それを断片的にしか
伝えられていないという側面がある。語る人
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の経歴やバックグラウンドが、IT寄りなのか、
エンジニア寄りなのかによっても見方が違っ
てくる。現状は、IT目線で語られることが多い。
　IoTを組込み目線で議論し定義するため、
まずは、国際標準化団体の活動状況を勉強
するミニセミナーを有識者を招いて開催し
た。（図１：IoT関連業界団体の動向）（図２：
IoT関連業界団体参加企業の鳥瞰図）
　また、先行各社の、IoTソリューションサー
ビスを紹介いただき、ディスカッション形式
の「白熱教室」で議論している。（図３：IoT技
術研究会テーマ）（図４：白熱教室イメージ）
　特に、PTCジャパン様から、「Sma r t 
Connected Product by M.Porter 」と称して
紹介いただいた、Harvard Business Review
掲載の論文「IoT時代の競争戦略」の内容は、
秀逸だった。
　IoTのIoTたる所以は、インターネットやク
ラウドではない、「接続機能を持った組込み
製品」にこそ、その本質がある。インターネッ
トは単なる接続の手段だと語ってくれた。ま
さに、我 （々日本の組込み産業／製造業）の
目線で、今後の議論の方向性を示唆してく
れる内容であった。
　また、この中で特に考えさせられたテーマ
は、「データは誰のものか？」である。
IoTのイノベーションは、モノを繋ぐ⇒データ
を繋ぐ⇒プロセスを繋ぐ⇒人を繋ぐ、
と進化していく。
　その源泉になるのが、データである。現状
では、モノとデータは、一体化されたものと

なっている。
　IoTの世界では、データにその価値がある。
モノの所有とデータの利用は分離して考え
ることが必要で、そのデータはオープンに、
さまざまなサービスで共用することができる。
データの所有者は、データの利用者に対し
て、権利を許諾するとか、対価を得ることが
可能となる。データの第３者開示を基本とし
た、新規事業が現れてくるであろうとフォー
カスしている。
　現状、なかなか具体的なサービスが見え
てこないIoTの世界であるが、このデータは
誰のもので、それを得るために、何を還元す
るのか？
　このような議論をすることで、イノベーショ
ンサービスのイメージが見えてくるのではな
いか、と思われた。12月の「白熱教室」では、
M.Porterの論文の続編が発行されたという
ことで、再度PTCジャパン様から、その続編
の紹介をお願いすることとした。

今後の活動計画とゴールイメージ
　ここまでの勉強会や白熱教室の議論から、
いくつかの検討課題が見えてきた。これらの
検討課題を深堀して、より詳細に議論してい
くためいくつかのＷＧを立ち上げる。
（図５：2016年度のIoT技術研究会の組織
構成（案））

①ビジネス環境WG（仮称）
　データは誰のものか？そしてそれは開示
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可能か？新たなビジネスと成り得るのか？
　この問題は、モノの所有権、データの帰属
先、利用権およびプライバシーなどのさまざ
まな法規制が複雑に絡む問題です。そして、
IoTに向けてこれらの法規制が制定・改定さ
れようとしています。
　IoTのビジネスユースケースを想定すると
きに、この法規制をきちんと把握し、理解し
ておく必要があります。
・各種法規制の調査研究
・ビジネスユースケースに対応したデータ
  の取り扱いに関する調査研究
・データの取り扱いに関するガイドラインの
  策定　など
②センサー＆データWG（仮称）
　IoTによりさまざまなセンサーや製品がイ
ンターネットに繋がり、同時に大量のデータ
がクラウドに集中する。
　しかしながら、組込み目線でその実現性
を見ると、設置や保守メンテナンスの問題、
データの信頼性、電源の確保など、さまざま
な課題がある。
・自律複合センサー構築のためのセンサー
  ネットワークの研究
・データの信頼性を確保するための、診断
  や判定技術の研究
・故障や増設・交換時の、停止・分離・融合
  技術の研究

・スパースモデリングなどによる、データの
  適正化技術の研究　など
③エモーション駆動システムWG（仮称）
　IoT時代の新たなドリブンはエモーション

（感情）だという。これまでのシステムはデマ
ンド（要求）駆動からイベント（行動）駆動に
進化してきた。たとえば、小売業の店舗型
サービスは、デマンド型として、売り手の何を
販売したいのか？というデマンドに対して、
高級店の少数陳列／スーパーの大量陳列
／コンビニの整然陳列というサービスを展
開してきた。
　イベント型のサービスとしては、顧客の行
動や嗜好に対して、販売する商品を変えるデ
ジタルサイネージが展開されている。これか
らは、IoTのさまざまなセンサーで人のエ
モーションをキャッチして、サービスを実現
するという。（図６：エモーションの効果）
・エモーションをキャッチするセンサーと
 データの研究
・エモーションから要求や行動を喚起する
 サービスユースケースの研究
・エモーション駆動型システムの構築ガイド
 ラインの策定　など
④分散型モデルベース開発WG（仮称）
　IoTによって個々の製品の機能や、複数の
製品の連携が仮想空間で実現される技術革
新が起こってきた。そして新たな価値創造の

競争が起こっている。
　モデリングの技術は、これらを背景にこれ
まで以上にそのポテンシャルを発揮すると
考えられる。
・モデルの仮想空間上での分割・分散・連携
 アーキテクチャとその検証手法の研究
・IoT分散型モデルベース開発技術者のス
 キル拡充や育成に関する研究　など

　IoT技術研究会は、これら４つのWGの活
動を中心に、定期的な勉強会や「白熱教室」、
各種関連団体との連携などを通じて、組込
み産業・製造業の技術視点でIoTを議論・定
義し、優位性を持ったサービスの実現に寄
与すること目的に活動していきます。
　研究会メンバーは、会員・非会員を問わず
広く募集しています。興味を持たれた皆様の
参加をお待ちします。
JASA HPから申し込みをお願いします。
http://www.jasa.or.jp/TOP/activity/tech
nology/IoTm2m/

参考：
１．「Open Interconnect Consortium 活動概要」 
   第１回IoT技術研究会公開資料
２．IT Leaders,2020年を見据えた「グローバル企業
   のIT戦略」
  【第21回】IoTが導く第３のドリブンは“エモーション
  （感情）”
http://it.impressbm.co.jp/articles/-/12539?page=3

【図３】IoT技術研究会テーマ

【図５】2016年度のIoT技術研究会の組織構成（案） 【図６】エモーションの効果

【図４】白熱教室イメージ
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